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平成18年度 福社有償運送

登録ボランティア数  8 6名 

登録車両数  8 5台 

登録利用者数  4 0名 

送迎国数  3802国 

(八幡 ・小倉事業所合算H19.3.3l現在) 
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Hl8.7.9 第2 5回ボランティア学習会

l真程会館1
「 at有量速選について」
t九州市保健福社局
演国孝洋係長

「 蜜ま●義 ・ 38名参加
通a・交通法改重について」
小倉;lt警察署交通課
秋吉克行係長

H18.7.30 三県合同ボランティア研修会
l長崎県佐世保市】

「 ボランティアの定表 ・心得」
県民ポランティア
支援センタ一長
岩永秀徳氏

Hl8.9.24 第2 6回ボランティ

3名参加

ア学習会
【ウェルとばたl

「 安全 ・實0な選通のためf= ! 」
(選新最着きんを理解しましょう)
円司港腎クリニック 34名参加
田中秀欣院長

Hl9.3.6 第2 7 回ボランティア学習会
l小倉第一病院】

「 選新について ・・・ 」
選新室の見学」
小倉第一病院
中村秀敏副院長

3l名参加

Hl8.l2.3 「さわやか」創立 1 O周年記念式典
・祝賀会

l北九州八幡ロイヤルホテル】
配念購演
f 新選通について」 94名参加
(社) 全国腎願病協議会
金子智常務理事(当時) 
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発 行 者
特定非営利活動法人
通院介護センター 
さ わ や か

全
国
に
広
が
っ
た
通
院
送
迎
の
一

交
流
や
情
報
交
換
が
大
切

こ
の
厳し
い
時
代
を
乗
り
越

さ一
わ
やか
』

五
月
二
十
七
日 (日
) ウ
ェ
ル

と
ば
た
(北
九
州
市
)六
階
会
議
室

で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

通

院
介
護
セ
ン
タ
ー 
「さ
わ
や
か
」

第
四
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
副
理
事
長
が
開
会
宣
言
を
行

い
、
資
格
審
査
委
員
に
高
原
理
事

と
寄
友
事
務
局
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
山
田
理
事
長
よ
り
、
昨

年
十
二
月
に
「さ
わ
や
か
」
創
立

特
定
第,a 
基1・ 

期
十
周
年
記
念
式
典
の
際
多
く
の方
々

の
協
力
の
も
と
無
事
に
終
え
る
事

が
出
来
た
事
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま

し
た
。 創
立
当
初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
で
送
迎
を
行
っ
て
き
た
「さ

わ
や
か
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
、
次

に
道
路
運
送
法
の
改
正
に
よ
り
「福

社
有
償
運
送
」
へと
形
を
変
え
て

い
き
ま
し
た
。 今
後
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
り
、
「さ
わ
や
か
」

業. 
所 
と
のl 

の
運
営
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え

る
為
に
も
、
全
国
に
広
が
っ
た
通

院
送
迎
の
事
業
所
と
の
交
流
や
情

報
交
換
が
大
切
に
な
り
、
ま
た
、

北
九
州
市
の
運
営
協
議
会
や
各
障

害
者
団
体
と
の
協
力
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

現
在
、
北
九
州
市
が
計
画
し
て

い
る
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
の
設
立

に
向
け
て
の
準
備
会
へ
の
協
力
な

ど
、
今
後
、
全
腎
協
や
福
腎
協
に

指
導
を
仰
ぎ
、
な
に
よ
り
北
九
州

市
腎
友
会
の
力
を
お
借
り
し
て
こ

の
通
院
送
迎
事
業
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
、
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
福
腎
協
岩
崎
真
一

副
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
事
録
署
名
人
に
岡

國
理
事
長
と
加
峯
理
事
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

資
格
審
査
委
員
よ
り
、
午
前
十

時
五
十
五
分
現
在
、
総
正
会
員
数

二
十
八
名
、
出
席
者
数
二
十
六
名
、

う
ち
書
面
表
決
者
数
八
名
、
欠
席

者
数
二
名
で
こ
の
総
会
は
成
立
す

る
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

岡
副
理
事
長
よ
り
活
動
の
現
況

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 
(別
途
掲

載

)

次
に
梶
原
副
理
事
長
よ
り
平
成

十
八
年
度
の
収
支
決
算
報
告
が
あ

り
、
小
田
監
事
よ
り
会
計
監
査
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 そ
の
後
、

山
田
理
事
長
よ
り
活
動
方
針
(案
) 

が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

(裏
面
掲
載
)

次
に
梶
原
副
理
事
長
よ
り
平
成

十
九
年
度
の
事
業
計
画
(案
)及
び

収
支
暫
定
予
算
(案
)の
提
案
が
な

さ
れ
、
満
場
一致
を
持
っ
て
異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
と
し
て
山
田
理
事
長
よ

り
事
務
局
員
と
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
に
っ
い
て
、
北
九
州
市

腎
友
会
及
び
各
病
院
腎
友
会
の
協

力
を
求
め
る
旨
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。以
上
を
も
っ
て
総
会
の
議
案
全

て
の
審
議
を
終
了
し
た
の
で
、
議

長
は
解
任
の
挨
拶
を
行
い
、
梶
原

一闘
理
事
長
が
閉
会
を
宣
し
正
午
に

閉
会
し
ま
し
た
。 
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改
定
で
は
福
腎
協
の
役
割
が
大
き
f一

く
な
り
ま
す
。 健
康
保
険
制
度
も
.f. 

市
町
村
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
el 

と
、
地
域
格
差
が
広
が
っ
て
き
ま
f
, 

す

。

-

(Ⅱ
) 九
州
三
県
の
通
院
送
迎
事
-f.

業
と
連
携
す
る
。

e-

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

作

り

に

協

力

し

f-

 

ま
す
。 
三
県
の
事
業
所
が
連
携
す
一

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
を
f. 

守
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
一一

な
意
義
を
も
っ
こ
と
は
、
い
う
ま
f
・ 

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 三
県
が
足
並
c一

み
を
揃
え
て
、
頑
張
る
必
要
が
あ
ーf・

t
-

 

り
ま
す
。 
一箇
所
で
も
な
く
な
れ

二
〇
〇
七
年
度
「さ
わ
や
か
」
活
動
方
計

るす 加わ 1 、二'まさ別 ,、
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一

全
腎
協
全
国
大
会
 I
N 佐
賀
購
疾
感
に

な
る
危
険

性
が
高
く

な
り、
ま
た

い
た
る
と

こ
ろ
で
石

灰
化
が
進

東青振パンブーオーケストラ

-・
,l・
・・--

初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
に
恵

ま
れ
た
五
月
二
十
日 
(日
) 
佐

賀
市
文
化
会
館
に
お
い
て
〔二

〇
〇
七
年
度
全
腎
協
全
国
大
会

I
N
佐
賀
〕
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

唐
津
く

ん
ち
の
曳

山
の
画
像

と
お
囃
子

で
幕
が
開

き
、
患
者
の
訴
え
、
基
調
報
告

な
ど
が
続
き
ま
し
た
。 
記
念
講

演
は
、
冊
子
「ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
」

の
連
載
で
お
ー動
染
み
の
、
秋
澤

忠
男
先
生
に
よ
る
「慢
性
腎
臓

病
へ
の
対
応
の
秘
訣
」 
(賢
い

っ
き
あ
い
方
を
考
え
る
) 
と
題

し
た
お
話
で
し
た
。

「血
液
中
の
リ
ン
が
高
い
と

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
心

み
動
脈
硬

化
に
な
り

ま
す
。 

長
い
時
間
を
か
け
て
透
析
を
し

な
い
と
た
く
さ
ん
の
リ
ン
は
除

去
で
き
ま
せ
ん
。 
長
生
き
を
す

る
に
は
リ
ン
の
管
理
が
大
事
で

(V
) 更
な
る
発
展
の
た
め
に
、

事
務
局
の
体
勢
を
再
構
築

す
る
。

上
記
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
は
、

後
継
者
が
必
要
で
す
。

も
う
一人
事
務
員
を
募
集
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

以
上
で
、
運
動
方
針
の
提
起
を

終
わ
り
ま
す
。 揺
れ
動
く
内
外
情

勢
の
奔
流
を
見
極
め
、
走
り
な
が

ら
考
え
前
進
し
ま
す
。 

口
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口
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国
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国
a
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国

す
」
透
析
患
者
と
し
て
は
避
け
て

通
れ
な
い
eリ
ン
一
に
っ
い
て
の

話
が
、
わ
か
り
易
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
五
っ
の
分
科
会
が

企
画
さ
れ
、
出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ

感
心
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
、
多
く
の
質
問
や
間
題
提
起
が

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
は
全
国
か
ら
千

二
百
人
と
い
う
多
く
の
仲
間
が
集

い
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
県
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
福
岡
県
か
ら
は
二
百
人
以
上

が
参
加
を
し
て
大
会
は
盛
り
上
が

っ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 


